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第 17 回 医療⽤から要指導・⼀般⽤への転⽤に関する評価検討会議

における⽇本産婦⼈科医会の提出資料に関する公開質問状と要望 

 

10 ⽉ 4 ⽇に開催される第 17 回 医療⽤から要指導・⼀般⽤への転⽤に関する評価検

討会議に向けて、10 ⽉ 1 ⽇に厚⽣労働省ウェブサイト上に⼀般公開された⽇本産婦⼈

科医会の提出資料 2-5「産婦⼈科医における緊急避妊薬処⽅の現状 〜緊急避妊薬の

OTC 化に関する緊急アンケート調査より〜（⽇本産婦⼈科医会）」において、 

結果の歪曲が疑われる結論が存在する可能性が考えられました。 

つきましては、⽇本産婦⼈科医会の関係者の皆様においては、早急に下記の質問状に

ついて回答していただくこと、厚⽣労働省においては、公開資料の信頼性が担保され

ていることを確認していただくこと、評価検討会議においては、質問状の内容を確認

いただいたうえで、⼈権尊重と科学的根拠に基づいた議論をしていただくことを要望

いたします。 

 

なお、以下の質問状は、⽇本産婦⼈科医会の提出資料（2021 年 10 ⽉ 3 ⽇アクセス）

（https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/000838184.pdf）およびインターネット上

で検索した際に閲覧可能であった、⽇本産婦⼈科医会が実施した全国の産婦⼈科医対象

「緊急避妊薬の OTC 化に関する緊急アンケート調査への協⼒依頼・質問⽤紙」（2021 年

10 ⽉ 3 ⽇アクセス）（http://www.taog.gr.jp/pdf/210907.pdf）を参照・引⽤し、作成いた

しました。 
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公開質問状 

【質問①】質問⽤紙 設問 20、21 において緊急避妊薬の OTC 化について「賛

成（条件付き賛成を含む）」と回答した⼈のなかで「検討にあたって設けた⽅

が良いと思う要件または必要と思われる取り組み」を選択した⼈が、提出資料

においては「現状のままでは反対」とラベリングされています。そして、「現

状のままでのスイッチ OTC 化には、産婦⼈科医の 91％が反対」という結論に

なっています。これは、結果の歪曲でしょうか？ 

 

 

「緊急避妊薬の OTC 化に関する緊急アンケート調査への協⼒依頼・質問⽤紙」（http://www.taog.gr.jp/pdf/210907.pdf）より 

 

⽇本産婦⼈科医会の提出資料（https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/000838184.pdf）より 
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⽇本産婦⼈科医会の提出資料（https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/000838184.pdf）より 

【質問②】調査結果と結論の⾶躍の可能性が考えられます。結論に⾄った根拠

をご提⽰いただけますでしょうか？ 

⾒解⼀点⽬「性教育の充実を条件とする意⾒が多数」については、条件ではなく必要

と思われる取り組みとして選択した⼈が含まれている可能性があります。なお、性教

育の充実が OTC化の前提条件になるという根拠は確認できません。⾒解⼆点⽬は、調

査結果からどのように導き出されたのか不明です。WHOは「意図しない妊娠のリスク

を抱える全ての⼥性と少⼥には緊急避妊にアクセスする権利がある」と勧告し、緊急

避妊薬は、避妊具を使⽤しない性交や、避妊の失敗の際の重要なバックアップであ

り、レイプや強要された性交後に特に有⽤です。ご⾒解のとおり、避妊法の主流がコ

ンドームで、暴⼒が深刻であれば、OTC化の検討を含め緊急避妊薬へのアクセスを確

保する必要性が考えられます。また、経⼝避妊薬の普及率上昇や⼗分な被害者⽀援の

提供が、OTC化の前提条件になるという根拠は確認できません。WHOによると、経⼝

避妊薬はコンドームと同様に、使⽤する⼈に依存した避妊法です。より効果的な避妊

法は⻑期間作⽤型可逆的避妊法であり、避妊インプラントの認可や、⼦宮内避妊具の

低廉化やアクセス改善などの必要性が考えられます。 

【質問③】序⽂や設問⽂に誤った記載や誘導的な表現が複数存在する可能性が

あります。また、全ての結果が公表されていません。全ての結果を公表し、調

査の中⽴性や信頼性についてご⾒解を教えていただけますでしょうか？ 

学習指導要領は「性交」という⾔葉の使⽤を禁⽌するものではありません。序⽂「学

習指導要領において、中学校の性教育で『性交』という⾔葉の使⽤を禁⽌し」という

記載があり、アンケート回答者に誤情報が与えられている可能性があります。 

 

以上、お忙しいところ恐縮ですが、⽂書もしくはメール（info@kinkyuhinin.jp）に

て、早急にご回答をお願い申し上げます。 


